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「和歌山の食から
保育の展開を考える」

和歌山の食（材）を知り、食との関わりから保育を考える

２０１９年１０月２１日

馬場 耕一郎
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資料：厚生労働省「人口動態統計」、総務省「人口推計」

注１：出生数及び死亡数については、日本における日本人の数値
注２：総人口については、日本における外国人を含む。
注３：総人口の増減は、自然増減（出生数及び死亡数）のほか、社会増

減（国内外の流入・流出）等を含む。
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合計特殊出生率
第1次ベビーブーム
（昭和22～24年）
最高の出生数

2,696,638人

昭和41年
ひのえうま
1,360,974人

第2次ベビーブーム
（昭和46～49年）

2,091,983人

1.57（平成元年）
1,246,802人

4.32

1.58

2.14

1.57
1.26

1.42

平成17年
最低の合計特
殊出生率

少子化の進行と人口減少社会の到来

○ 平成30年の出生数は91万8,397人で、過去最少であった。合計特殊出生率は平成17

年に1.26を底として、やや持ち直しの傾向が見られる。

○ 平成17年には死亡数が出生数を上回り、我が国の人口は減少局面に入った。

平成30年
最低の出生数

918,397人

2019.6.6更新

○将来推計人口（平成29年中位推計）において想定されている日本の将来像と、実際の国民の希望と
は大きく乖離。

○この乖離を生み出している要因としては、雇用の安定性や継続性、仕事と生活の調和の度合い、育
児不安などが指摘されており、出産・子育てと働き方をめぐる問題に起因するところが大きい。

将来人口推計における2065年の姿
（平成29年推計）

夫婦の出生児数1.79人生涯未婚率18.8% ×

合計特殊出生率1.44

現在の実際の国民の希望

9割以上が結婚希望 ×
夫婦の希望子ども

数2人以上

合計特殊出生率1.8

大きな乖離

この乖離を生み出している要因（各種調査や実証研究より）

結婚 ：経済的基盤、雇用・キャリアの将来の
見通し、安定性

出産 ：子育てしながら就業継続できる見通し、
仕事と生活の調和の確保度合い

特に第2子以降 ： 夫婦間の家事・育児の分担
度合い、育児不安の度合い

・ 収入が低く、雇用が不安定な男性の未婚率が高い

・ 非正規雇用や育児休業が利用できない職場で働く女性
の未婚率が高い

・ 育児休業が取得できる職場で働く女性の出産確率は高い

・ 長時間労働の家庭の出産確率は低い

・ 男性の家事・育児分担度が高い家庭では、第2子以降
の出産意欲が高く、継続就業割合も高い

・ 育児不安の程度が高い家庭では、第2子以降の出産意
欲が低い

結婚や出産・子育てをめぐる国民の希望と現実との乖離

これからの世界

•２０１９年１０月よ
り・・・。
•２０２０年・２０２５年
•その結果・・・。

• 社会・文化における保育の機能や方向性の捉え方や価値づけに
依存する相対的・多元的なもの

• 一元的に定義することができない
（秋田・箕輪・高櫻, 2007; 秋田・佐川, 2011; Dahlberg,  Moss & Pence, 2013; 淀川・秋田, 2016）

相対的・多元的なものとしての保育の質

保育の質とは？

子どもたちが心身ともに満たされ、
豊かに生きていくことを支える

環境や経験（OECD, 2015）

保育所保育指針について

【根拠法令】

○児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（児童福祉施設最低基準）

（保育の内容）

第３５条 保育所における保育は、養護及び教育を一体的に行うことをその特性とし、その内容については、厚生労働
大臣が定める指針に従う。

【保育所保育指針の趣旨】（保育所保育指針「第１章 総則」より）

・保育所における保育の内容に関する事項及びこれに関連する運営に関する事項を定める。

・各保育所は、この指針において規定される保育の内容に係る基本原則に関する事項等を踏まえ、

各保育所の実情に応じて創意工夫を図り、保育所の機能及び質の向上に努めなければならない。

【策定及び改定の経緯】

・昭和４０年８月「保育所保育指針」策定

・平成２年３月改訂 養護機能の明確化・保育内容の年齢区分の細分化・保育内容の改正（６領域→５領域） 等

・平成１１年１０月改訂 子育て支援、職員の研修、保育士の保育姿勢、SIDS予防、児童虐待対応 等

・平成２０年３月改定 保育所保育の特性（養護と教育の一体的展開等）の明確化・保育課程の編成・自己評価の

実施及び結果の公表・小学校との連携・保護者支援・職員の資質向上、施設長の責務 等

⇒平成２９年３月改定（平成３０年４月適用）

告示化・大綱化
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保育所保育指針には ①

・保育所の社会的責任

保育所は、地域社会との交流や連携を図り、保護者や地域社会

に、当該保育所が行う保育の内容を適切に説明するよう努め

なければならない。

・社会生活との関わり

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人

と触れ合う中で、人との 様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考え

て関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に 親しみをもつようになる。

また、保育所内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報

を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりする

など、情報 を役立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を大切に

利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。

保育所保育指針には ②

・環境

地域の生活や季節の行事などに触れる際には、社会とのつながりや地域

社会の文化への 気付きにつながるものとなることが望ましいこと。その

際、保育所内外の行事や地域の人 々との触れ合いなどを通して行うこと

等も考慮すること。

・日常生活の中で、我が国や地域社会における様々な文化や伝統に親しむ。

・人間関係

高齢者をはじめ地域の人々などの自分の生活に関係の深いいろいろな人

と触れ合い、自分の感情や意志を表現しながら共に楽しみ、共感し合う体験を

通して、これらの人々などに親しみをもち、人と関わることの楽しさや人の役

に立つ喜びを味わうことができるよう にすること。また、生活を通して親や祖

父母などの家族の愛情に気付き、家族を大切にし ようとする気持ちが育つよう

にすること。

保育所保育指針には ③

• 家庭及び地域社会との連携

子どもの生活の連続性を踏まえ、家庭及び地域社会と連携して

保育が展開されるよう配慮すること。その際、家庭や地域の
機関及び団体の協力を得て、地域の自然、高齢者や異年齢の子

ども等を含む人材、行事、施設等の地域の資源を積極的に活

用し、豊かな生活体験をはじめ保育内容の充実が図られるよう

配慮すること。

・食育の環境の整備等
保護者や地域の多様な関係者との連携及び協働の下で、食に関する

取組が進められること。 また、市町村の支援の下に、地域の関係機

関等との日常的な連携を図り、必要な協力が得られ るよう努めるこ

と。

リフト割引券寄贈 長野県

•減少の一途をたどるスキー人口を増加に転
じさせようと、スキー発祥１００周年を記
念して始まり、今回で８回目。昨シーズン
までは小学生約１２万人が対象だったが、
中学生まで拡大した。

和歌山って？

• 子ども達は和歌山のことを知っていますか？

• 子ども達は和歌山のことを理解していますか？

• 子ども達は和歌山の味を覚えていますか？

• 子ども達は和歌山の名産を知っていますか？

以前は家庭で

保育所の役割

入 所する子どもの最善の利益
を考慮し、その福祉を積極的
に増進することに最もふさわ
しい生活 の場でなければなら
ない。
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各保育所の実情に応じて創意工夫を図り

和歌山市における「食」

和歌山地域における伝統深い「文化」

和歌山エリアにおける「安心・安全」

大人（保育者）の努めとは

環境構成を行う
場を提供する

それだけで良いの？

まずは、和歌山を再認識


